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１８）手術部

1 ．組織及び構成員
　　部　　長　　奴田原　紀久雄（泌尿器科教授）
　　副 部 長　　萬　　知子（麻酔科教授）　多久嶋　亮彦（形成外科教授）
　　副 師 長　　相馬　真弓　　　白木　敬子
　　　　　　　　　　

　手術部長、副部長、看護副師長、手術部を利用する各診療科医師よりなる手術部運営委員会の決定
に基づき運営されている。
　平成２７年 ４ 月現在、７９名の看護師が所属しており、年々増加する難易度の高い術式、高度医療機器
を使用した術式に対応できるよう人員配置が行われている。

2 ．特徴
　中央手術部、外来手術室、ハイブリッド手術室合わせて２１の手術室を有し、内視鏡専用室 ５室、ク
ラス１０００のクリーンルーム ２ 室が稼動している。外科系診療科の手術、検査および、内科系診療科の
バイオプシー、ラジオ波焼却、生検、骨髄採取などを行う施設として付属病院の中心的機能を果たし
ている。
　平成２７年度には、中央手術室、外来手術室、ハイブリッド手術合わせて１１, ８０７件の手術が施行され
た。

３ ．活動内容・実績
平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　 中央 外来 中央 外来 中央 外来 中央 外来 中央 外来 中央 外来
消化器・一般外科 １, ０６３ ０ ９９６ ０ ９１８ ２ ９１２ １ ８８６ ０ ９１８ ０
乳腺・呼吸器・甲状腺外科 ４６６ ４２ ５３７ ４５ ５７９ ２９ ５７９ ２２ ６３３ ３２ ３２
心 臓 血 管 外 科 ４４７ ０ ４２８ ０ ４５８ ０ ４４７ ０ ４４６ ０ ６５２ ３６
形 成 外 科 １, ０６３ ４８６ １, ２１４ ５４８ １, ２９７ ５４２ １, ２６６ ５５８ １, ２０５ ６４０ ４４０ ０
小 児 外 科 ２８０ ０ ２５２ ０ ２４５ ０ ２６６ ０ ２６１ ０ １, ２０１ ６５０
脳 神 経 外 科 ４４５ ０ ４０７ ０ ４００ ０ ３３５ ０ ３４７ ０ ２９０ ０
脳 卒 中 科 ３４ ０ ３６ ０ ３９ ０ ７３ ０ ７４ ０ ３４２ ０
整 形 外 科 ８９４ ０ １, ０１０ ０ ９６８ ２ １, ０２０ ０ １, １２１ ０ ３７ ０
泌 尿 器 科 ７８１ ０ ７８７ ０ ９００ ０ ９５４ ０ ９０３ ０ １, ０３６ ０
眼 科 ２９３ ２, ７７８ ３３１ ２, ９６５ ３０８ ３, ０４８ ３２０ ２, ６３０ ３８０ ２, ５６６ ９１９ ０
耳 鼻 咽 喉 科 ４５１ ４ ４８６ ５ ４９０ １０ ４５９ ４ ４４１ ２ ３４７ ２, ８１１
産 科 ４２２ ０ ４３８ ０ ３９９ ０ ４０４ ０ ３７３ ０ ４２４ ０
婦 人 科 ５５３ ０ ５９８ ０ ６０４ ０ ６４９ ０ ６１７ ０ ３９９ ０
皮 膚 科 ５４ ９ ６７ １ ６６ ０ ７２ １ ７９ １ ５８２ ０
救 急 医 学 １１４ ０ １３８ ０ １４１ ０ １３３ ０ １０５ ０ ８９ ０
顎 口 腔 科 ３１ ０ １９ ０ ３７ １ ３７ ０ ２９ ０ １７６ ０
神 経 内 科 １ ７ １ ０ ０ ４ ２ ０ ３ ３ ３１ ０
呼吸器・血液内科 ２ ０ ４ ０ ４ ０ ５ ０ ４ ０ ４ ３
消 化 器 内 科 １７７ ０ １７９ ０ １５７ ０ １４４ ０ １４９ ０ ６ ０
小 児 科 ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １７６ ０
精 神 科 ６０ ０ ３１ ０ １８ ０ ８１ ０ ４７ ０ ０ ０
麻 酔 科 ０ ０ １ ０ ４ ０ ０ ０ ７ ０ ６７ ０
循 環 器 内 科 ０ ０ ６ ０ ４ ０ ４ ０ ３２ ０ ８ ０
腎 臓 内 科 ２ ０ ２２ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ０ １６３ ０
リウマチ膠原病内科 ０ ０ １ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小　　　計 ７, ６３３ ３, ３２６ ７, ９９０ ３, ５６５ ８０４５ ３, ６４０ ８, １６２ ３, ２１６ ８, １４２ ３, ２４４ ８, ３０７ ３, ５００
合　　　計 １０, ５４９ １０, ７９２ １０, ９５９ １１, ５５５ １１, ６８５ １１, ８０７
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４ ．自己点検と評価
　平成２５年の日本医療機能評価機構受審を機に、周術期麻酔管理外来を受診する患者数の拡大に取り
組んできた。その成果が表れ、麻酔科管理による手術を受けるほぼ全ての患者が受診するようになり
問題が顕在化する前に予防策を講じ、安全性の高い麻酔・手術の実施をめざす体制が整った。患者・
家族も、麻酔及び、手術を受けるにあたっての注意事項等の説明を入院前に、専門知識のある麻酔
医、手術室看護師から受けることができるようになった。
　手術部としては、周術期麻酔管理外来を担当する看護師の人員確保及び育成を行い、麻酔科と協力
し、看護師が担当すべき術前のオリエンテーションの質向上を目指している。
　手術に於いては、平成２７年 ２ 月にハイブリッド手術室が新設され、以前は中央手術室で行ってい
た、心臓血管外科のステントグラフト挿入術、血管内手術、形成外科の血管腫摘出術を行うように
なった。更に、放射線部で行っていた循環器内科のアブレーション、デバイス挿入、脳神経外科の血
管内手術も実施しており手術件数の増加となった。ハイブリッド手術室にかかる期待に応えるべく、
手術部では、看護師のトレーニングを積極的に行っていかなければならないと考えている。また、手
術部では空き枠を活用し、効率のよい手術スケジュールが計画できるように調整を図っていく予定で
ある。

　　　




